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９月２３日、代々木公園で「さようなら原発全国集会」が開催され、政府の
原発推進政策に反対する労働者、市民団体が一丸となり４５００名（主催
者発表）が結集し「原発ゼロ」を求めました。貨物労組は、JR総連、JR貨
物労連加盟単組と共に参加しました。

舞台に立った国会議員からは、「エネルギー政策と私たちの未来は直結
している」「命より大切なものはない」「福島第一原発事故から教訓を学ば
ず、原発再稼働や新増設を進めることは断じて許さない」と原発推進に舵
を切った政府を厳しく批判しました。また専門家らは「原発はコストもリスク
も高すぎる。安全な未来を次世代に渡す責任がある」と訴えていました。特
に若い世代に向けたメッセージとして「将来のリスクを押し付けられるのは
若い世代だ」と指摘し、「気候変動対策としても再生可能エネルギーへの
転換は必須。原発にしがみつく古い政治を変えよう！」と集会参加者たち
に呼びかけました。

未来は私たちが決める！
「さようなら原発」全国集会

集会後は表参道をデモ行進し、「原
発再稼働反対！」「汚染水を海に流
すな！」とシュプレヒコールで街を歩く
人達に訴えてきました。

私たちが安心して暮らせる未来を
決めるために、政治に感心を持ち、
引き続き原発政策に反対の声を上げ
ていきましょう！
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